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【資料３】 デリバリー方式の選択式注文弁当（※以下「デリ弁当」という）について 
 

■アンケート結果  
 

① 京田辺市の現在の昼食の選択制であることについてどう思うか 

項目 
生徒（回答数 1,235） 保護者（回答数 1,213） 

回答数 割合 回答数 割合 
１ 選択できるのはよい 724 58.62% 494 40.73% 
２ 選択より全員がデリ弁当がよい 66 5.34% 178 14.67% 
３ 家庭から昼食持参がよい 347 28.10% 120 9.89% 
４ 曜日によって決める方がよい 76 6.15% 268 22.09% 
５ その他 22 1.78% 153 12.61% 

    
・生徒の上位３位            ・保護者の上位３位 

   １位 選択できるのはよい         １位 選択できるのはよい 
   ２位 家庭から昼食持参がよい       ２位 曜日によって決める方がよい 
   ３位 曜日によって決める方がよい     ３位 選択より全員がデリ弁当がよい 
  
  ・生徒、保護者とも、京田辺市の現在の昼食の選択制について、「選択できる昼食」を肯定し 

ているものの、実際の昼食は、ほぼ毎日家庭の弁当を持参している子どもが９８．７２％ 
もいる。 

 
 

② デリ弁当を利用したことがありますか 

項目 
生徒（回答数 1,243） 保護者（回答数 1,234） 

回答数 割合 回答数 割合 
１ ほぼ毎日 7 0.56% 8 0.65% 
２ 週に数回 3 0.24% 1 0.08% 
３ 月に数回 10 0.80% 6 0.49% 
４ 年に数回 45 3.62% 68 5.51% 
５ 利用したことがない 1,178 94.77% 1,151 93.27% 

   ・ほとんどの家庭が利用したことがない 
 
 

③ デリ弁当を利用しない理由 
（生徒） 

区   分 項   目 
生徒（回答数 3,159） 区分別

割合 回答数 割合 

１ 家庭弁当が好き 
保護者が弁当を作ってくれる 1,002 31.72% 

45.62% 
保護者が作る弁当が好きだから 439 13.90% 

２ デリ弁当の状況が利用を阻む 

配膳室に取りに行くのが面倒 318 10.07% 

28.52% 
昼食時間が短い 130 4.12% 
友達が利用しない 170 5.38% 
予約が面倒 208 6.58% 
予約の仕方がわからない 75 2.37% 

３ デリ弁当に課題がある 
デリ弁当の価格が高い 116 3.67% 

12.91% デリ弁当に食べたい献立がない 154 4.87% 
デリ弁当の量が合っていない 138 4.37% 
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４ その他 
市販の昼食を持って行く 378 11.97% 

12.95% アレルギー等の身体的理由 14 0.44% 
その他 17 0.54% 

 
（保護者） 

区   分 項   目 
生徒（回答数 2,998） 区分別

割合 回答数 割合 

１ 家庭持参弁当が好き 
家庭弁当を食べさせたいから 251 8.37% 

21.41% 
子どもが家庭弁当を食べたいと言う 391 13.04% 

２ デリ弁当の状況が利用を阻む 

配膳室に取りに行くのが面倒と言う 463 15.44% 

55.51% 
昼食時間が短い 368 12.28% 
友達が利用しない 244 8.14% 
予約が面倒 483 16.11% 
予約の仕方がわからない 106 3.54% 

３ デリ弁当に課題がある 
デリ弁当の価格が高い 168 5.60% 

14.54% デリ弁当に食べたい献立がない 142 4.74% 
デリ弁当の量が合っていない 126 4.20% 

４ その他 
市販の昼食を持って行く 152 5.07% 

8.54% アレルギー等の身体的理由 23 0.77% 
その他 81 2.70% 

   
 ・生徒の上位３位             ・保護者の上位３位 
   １位 保護者が弁当を作ってくれるから   １位 予約が面倒 
   ２位 保護者が作る弁当が好きだから    ２位 配膳室に取りに行くのが面倒 
   ３位 市販の昼食を持って行く       ３位 子どもが家庭弁当を食べたいというから 
 
 

④ デリ弁当の評価について（生徒） 
項      目 回答数 割合 

１ デリ弁当の味 
よい 20 43.94% 
まあまあよい 27 40.91% 
あまりよくない 10 15.15% 

２ デリ弁当のごはんの量 
ちょうどよい 29 43.94% 
多い 19 28.79% 
少ない 18 27.27% 

３ デリ弁当のおかずの量 
ちょうどよい 27 41.54% 
まあまあよい 20 30.77% 
あまりよくない 18 27.69% 

 
デリ弁当の評価は、「味、ごはんの量、おかずの量」ともにほぼ４割の生徒が「よい」 

と回答している。それにも関わらず利用率が上がらない理由は、デリ弁当を利用しない 
理由でも見受けられるように、デリ弁当に課題があるのではなく、家庭弁当を持参する 
ことによるデリ弁当の必要性のなさ、デリ弁当の状況が利用を阻む（①配膳室に取りに 
行くのが面倒、②昼食時間が短い、③友達が利用しない、④予約が面倒、⑤予約方法が 
わからない）が理由と考えられる。 
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 ■注文弁当の受け取りについて  
   ４校時終了後、各中学校に設置している配膳室（１階）に、注文弁当を取りに行き、 

昼食時間終了後、弁当箱を配膳室に返却。 

 
 ■中学校の昼食時間等について  

 
京田辺市立田辺中学校 

内容 時刻 時間 ※昼食時間等 

４校時 11:55～12:45 50 分  
～移動時間～ なし － 

40 分 
昼食 12:45～13:05 20 分 

昼休み 13:05～13:20 15 分 
～移動時間～ 13:20～13:25 5 分 

５校時 13:25～14:15 50 分  
 

京田辺市立大住中学校 
内容 時刻 時間 ※昼食時間等 

４校時 11:55～12:45 50 分  
～移動時間～ 12:45～12:50 5 分 

45 分 
昼食 12:50～13:05 15 分 

昼休み 13:05～13:25 20 分 
～移動時間～ 13:25～13:30 5 分 

５校時 13:30～14:20 50 分  
 
  

京田辺市立培良中学校 
内容 時刻 時間 ※昼食時間等 

４校時 11:55～12:45 50 分  
～移動時間～ なし － 

40 分 
昼食 12:45～13:00 15 分 

昼休み 13:00～13:20 20 分 
～移動時間～ 13:20～13:25 5 分 

５校時 13:25～14:15 50 分  
 
 ■中学校での昼食時間の様子  
  

項目 田辺中 大住中 培良中 
昼食の摂り方 班ごと 班ごと 班ごと 

「いただきます」の合掌は ある ある ある 

「いただきます」の合掌は誰と クラス全員で クラス全員で クラス全員で 

「いただきます」の合掌はいつ クラスの全員が準備できた時 昼食開始時間に 全員揃って食べ始めるとき 
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「ごちそうさま」の合掌は ある ある ある 

「ごちそうさま」の合掌は誰と クラス全員で クラス全員で クラス全員で 

「ごちそうさま」の合掌はいつ 昼食時間終了時に 昼食時間終了時に 昼食時間終了時に 

昼休みに食い込んで昼食を摂る生徒 いる（１年生の１学期） 時々いる いる 

担任の昼食は 生徒と一緒に教室で喫食 生徒と一緒に教室で喫食 生徒と一緒に教室で喫食 

 
■デリ弁当の利用状況  
 
① 年度別注文数 

 
田辺中 大住中 培良中 注文数  

合計 受注日 注文数 受注日 注文数 受注日 注文数 
平成２５年度 49 日 448 個 49 日 715 個 39 日 60 個 1,223 個 
平成２６年度 173 日 919 個 185 日 2,153 個 172 日 344 個 3,416 個 
平成２７年度 176 日 485 個 184 日 1,199 個 188 日 794 個 2,478 個 
平成２８年度 180 日 730 個 185 日 626 個 188 日 665 個 2,021 個 
平成２９年度 33 日 134 個 33 日 73 個 31 日 30 個 237 個 

計 611 日 2,716 個 636 日 4,766 個 618 日 1,893 個 9,375 個 
  ※平成２５年度は、H26.1 月～H26.3 月の期間。 
  ※平成２９年度は、H29.4 月～H29.5 月の期間。 
 

② 一日平均注文数 
項目 田辺中 大住中 培良中 

平成２５年度 9.1 個 14.6 個 1.5 個 
平成２６年度 5.3 個 11.6 個 2.0 個 
平成２７年度 2.8 個 6.5 個 4.2 個 
平成２８年度 4.1 個 3.4 個 3.5 個 
平成２９年度 4.1 個 2.2 個 0.9 個 

計 4.4 個 7.5 個 3.1 個 
 
 
■デリ弁当の現状と課題  
 

現  状 
 

・アンケート結果から、中学校の昼食として家庭弁当の持参が基本となっている現状の中、家庭 
 弁当を持参しない日に、市販の昼食（おにぎり、パン等）といった簡易な昼食で済ましている 
 ことが多く、栄養バランスのとれた昼食を選択していないことも明らかになった。 

 
・デリ弁当が家庭弁当を持参しない場合の対策として、一定の役割があると思うものの、利用方 
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 法等に課題があり、利用率も低いことから、家庭弁当を持参しない場合の選択肢として定着す 
るには至っていない。 
 

・デリ弁当が家庭弁当を持参しない場合の選択肢として有効に機能するよう、取り組みことが必 
要である。 

 
 

課 題 
 

① 利用者からの課題に対する改善 

・「利用しない理由」として挙げられた、「配膳室に取りに行くのが面倒」「昼食時間が短い」 

「予約が面倒」（上位３位）の改善策 

 

  ・アンケートで回答いただいた、デリ弁当が利用しやすい工夫の実施 

    

② 弁当業者の撤退危惧による対策 

・弁当業者 H26.1～H28.3 都フーズ 

      H28.4～現在  （株）一番 

・現在の弁当業者から要望 

  次のような負担が（株）一番にかかる中、現在の注文弁当数では採算がとれない。 

（１） 京田辺市指定の容器（電子レンジ応対容器）に弁当を盛り付ける手作業の負担 

（２） 京田辺市指定の容器弁当がキャンセルになった場合の費用負担 

（３） チャージ料金入金の際、決裁手数料及び振込み手数料の費用負担 

 

③ デリ弁当事業の継続 

・京田辺市のおける現在の昼食が「選択できるのはよい」と評価を得ているのに、選択肢 

のひとつとして設けた「デリ弁当」の利用者が少ない。選択肢になっていないのはなぜ 

か。 

・京田辺市の中学生が求めるニーズに合っていないのか。 

・京田辺市の中学生を取り巻く環境に必要とされていないのか。 

・デリ弁当事業の存続の意義があるのか。 

 


